
吊し爆発t=よるメタン着火に託て

(Efi神32年7月 日3 受理)

大 川 納 三

(旭化Ll工兵娃F6=鵠)

1 時 甘

憶菜の媒熱 こよるメタノ.空災il毛合ガスの点火の主

な凶手としてほ,(D火臥 ②空地ガスの韓余正広,伝)

柵 粒子,①Ⅷ較正和 -tあげられている1).

本籍では円fSi元婚こ82懲郎内で,n')し爆発力式での各

級舵虻用は米に上るノメソghhL狙合〝スの諾火の状況

JL毎捗 る∝0断 定の前述匪隷好(.してt'1らItた写某

より,滞火が主として如何lJ:る因芋に上るものである

かせ考娯した終糸に放て稚告する｡

2 英 禁 方 法

LJIL 亡L)

払定見各 島1凡bjテ

回T 如換 装 荘

2･1 装 置

】瓦1に弄こしたように正し稚92cnl.艮さ lCOcm.Igさ

10mmの鉄熱雷歩の中火に連繋をEV]し,零打の一茂は

透明セロ-ソ続で閉軌 は発に上るノタソ諮火の状況

世間段式16mm言残適度カノラで細砂5COO脚 庇で也

teした.

怒 掛 こはit拝周7 7 ノがあ り.ノタノガス涌 匿rま

9.0%附近に関節した｡ノクノほ千載鵜大多事のメソ

-入 りのものを使用した｡

2･2 規 …襲

(1) 岨洞した操兼は白梅ダイナサイ 1..硝安謄薬,

LIZ)珊安ダイナーイ ト及び日独勾二号轄概 ダイナ

マイ トである｡;読泉は-T･愉矢致.こ1ウ,この丑世での

諮火は57飛魚を求めてその附近の光爪及び更に多丘の

ものに兇ても契旗した｡

(2) 使用爆発の静状は球状疎いは鰍 で.帯電は

夫々の包故紙で行った｡採決のものは径 32mlnの苛

34

通の紙用入 りである｡

(3)掛 のものの爪し万rJ]]11笹直に桶した場合と

発の長軸と平群の長軸とを-丑せしめて水平にrlった

場合とがある｡これらはその抑圧記入した｡

3 葵 架 結 果

)) 白熊げ イナマイ ト

この鼓TEでは自fg･lOgでは不瀞火,5Cg 以上で諮

火する｡SQFE(珠状).60K(段伏),75g(拝状),POぢ

紐状での)か火状況を離 した.それ らの内 .vL!(王妃

状′45ccb/珍)及び 60g(鰍 ,45CO払r秒)の諾火

状況を年式に戻し1..｡

2) 硝 安 は 繋

7(一g(隷状.三脚 軌 砂)での惜火状況を早天に示し

3) 日的製二号相和皆≡ダイナ-/イ ト

224Jl(接扶 日2gx碑 .横に抱かせたもの,容潜の

月日と難点とを一望せしめて水平息垂,47咽 ′秒)め

'#火状況i'琴掛 こ元した｡

/r) LD砧宅≡ダイナマイ ト

)占0良(排状 SDgx2才L,餅に抱かせたもの,宕群の

長軸と靴 と.Y一致せしめて水STL懲!巨,L52cc錦 紗)の

灯火状況を琴英に7示した｡

4 窮鼠結果の考亮

この上うな円滑容牌での為し爆発での点火の因7-と

しては】詔2に示す1一日こ.(1)火輪硬いは怖 粒子,

(2)帯環における反射飾孝弘 (3)反射炎rflⅧ較泣,

く1)触 成Uスの砂淵に上るノダ-/･空式混合ガス

の断熱庄軌 (5)措状荘撃ではE21示する上)な -uケ ヮ

ト部分での火鮪,衡架軒の干渉,(6)その他これらの

防因子の相互作用が考えられも｡

この失政で和られた紘巣では主とし てとの1うな因

子で苛火か起っているのであろうか｡以下等其の済火

の状況 エI)考媒することとする｡勿論この年邦では冴

撃反酔 ま不朋で,)苛火というもフイルムに惑うとせる焔

より判定せるものである｡
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(3) 7■パ.9'Jg(紐状 ･租 F(甘偶)

これらの柏告.こ写炎.ェ示してltいか両7;とb頓見時

の火喋 りfl.こ顎を迂げに位妖 ぐあ r),こ(,写すの缶分が.

大 きくなって,茄 のW ..こ■したところて耶火し,

そLr).3分から仏.こFF央茨-tJ<下1Jにftか しているのbrJ.

らJろ.

小二棚 )

'LZ(稔妹 の訪えIkh!セ入る一二牢共の萌 ;-3釣で

入る上)にrT丸 ま石壁でよこっている.
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これ1ウみちとn打 初見の機 では Ll′IJは略-

1を債を-ケぇ.Fl凹 ･一鉱石の矧 では 11′nJかl払一定

節を与丸谷.然し昭潜の契斡L'Y通覧すると倒し様舞J)

式では Il'Dlの方は夫々の光政において犬A･Sトー屈

位を与えると見徹して上トであろう.

5 歳 倍

著51号のこの棚 でiLmL,許諾の砥Rは一世であり.概伴

の刈った弔雑での沢旗を行っていないのは.in慨であ

7Jが,これらの難解の捕JA及び文献呼の埠薮からd8-rr
は ｢偽Lは発/}式に上るメタソfZt火では鮒蝶理の硬さ

(願 の玩産)は宅配的な因子の-である｣と考える｡

6 治 ま舌

(I) 一･箱を七p.､ノで閉じたTEl摺92cm.成引 叩

cmの政財 弓髄鞘肺の小火に夫々白Xd〆イナ-rイ ト.

硝安隆繋.二rJL特硝安1イナ-7イ ト.u)印Iだダイナ

マイ トの適当よを為して,その鎧兜に上ろノタソ 空

気混合Vス諒火の状況を岳捗棚 巴で講述岸披影

を行い.主として如何なるEF7-で花火しているかセ増

せL′_.

(2) 白梅ダイナ-イ ト5Ogでの野火は㌶杜よりm

内方の蛾所で小鎌 状に諮火しており.これは盟兜よ

り反射するgE軽軒によるか現はこれと壌祥火焔との協

同作用に上るものと考えられる｡

(a) 棚 7R.二勺軸珊yィ,LD柵ダイは夫々

掛 硬で汀r火している｡これらは㌫既にJ｡ナる反射W軽

軽に,Eるものと増えられる.

(4) 脚 ガスの抄BLlによるノタ1/･空文混合

xスのPfgAJT;M に上る御庄力作火故称 こ欽ては,献

鮒 に ヒる苅火炎験の朋 に耽て写茶より経逢K7.の

体ew/淡打て:什許した｡和ら九九ItL力 血ZBIの酢上り

し{比皿誠Rに上る77才火は考へられなかった｡

(5) これらの爽放縦瓜及V文凡【上-)符節して,柄
Lは発/J式での/タン花火でL上粁帯板の敏幸一 一煙雅

の笹妊- 一h'L'&紀的なE当千の-で.bることが混めらTL.

た｡

f油 木文の内71は耶和か革4月二5F1に工異火染協

会研死罪胸 で発鼓したE,木轍 こ脇力さLl.I_花田,

牧田の阿fLaに感訊け る.
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